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　私は約 4 週間，CCHMCの小児循環器内科で実習させていただきました。学生のうちにいろんな医療の現
場を見て，視野を広げられる機会を逃したくないと思い応募させていただきました。簡単にではありますが，
今回の海外実習について報告したいと思います。
【実習内容】
　小児循環器で 4 週間，実習させていただきました。スケジュールは毎日決められていて，指導医も固定さ
れずに，毎回異なる先生の元，指導を受けていました。実習内容は，専門外来や心エコー，カテーテル治療，
病棟，CCUなどの内科的な実習だけでなく，手術見学もさせていただきました。外来では先生方が熱心に
一人一人の患者についてプレゼンしてくださったり，実際に聴診などの診察をさせてもらったりして，充実
した実習でした。病棟実習では日本の実習では触れることができなかったような珍しい疾患も勉強すること
ができました。また，週に何回かカンファレンスや講義があり，臨床だけではなく研究にも触れることがで
きました。エコーや病理，外科カンファレンスなど，指導医が固定されていないからこそ，様々な分野に参
加することができました。実習時間は日によって異なりますが， 8 時から始まり，遅くても１７時には終わっ
ていました。
【宿泊施設】
　ジェファーソンハウスというCCHMCが提供してくださった宿舎で生活していました。ジェファーソンハ
ウスは，CCHMCで勤務している職員や研究者，学生など，いろんな国から来た友人たちと関わる場でした。
毎週木曜日はそれぞれ食事を持ち寄り，夜遅くまでパーティーをしたり，特に仲良くなった友人とは休日に
食事に出かけたり，イベントに参加したりしました。友人とは日本に帰ってからもたまに連絡を取り合って
います。とてもきれいな宿舎で，毎日ベッドメイキングをしてくれるのでとても良い環境でした。共同キッ
チンがあるので自炊も可能です。Krogerというスーパーマーケットまで無料のシャトルバスが出ているの
で，バスを使って食材を買いに行くことができますが，宿舎から数分歩くとレストランやバー，ピザ屋など
いろんなお店があるので，私たちは外で食べることが多かったです。何回も行ったレストランの店員さんと
も仲良くなりました。
【現地の日本人の方との交流】
　シンシナティは小さい町ですが日本人の方はたくさんいます。初日にたまたま出会った方ととても仲良く
なり，おいしいレストランやバー，ホットヨガ，球場など，いろんなところに連れて行ってくださいました。
国際免許を取っていなかったので，公共交通機関が少ないこの町で車で動けることがとても有難いことでし
た。また，CCHMCで研究員として努めている医師や，外来を持っている医師とも知り合うことができ，い
ろんな日本人の集まりのイベントにも誘っていただきました。皆さんに本当に優しく，相談に乗ってくだ
さったり，困ったことがあれば助けてくださったりしました。長くシンシナティで生活しておられる日本人
の医師，研究員の方々に大変お世話になりました。
【休日の過ごし方】
　休日はCCHMCの近くにあるCincinnati Zoo やバスを使ってダウンタウンに行ったり，友人とイベントに
参加したり，ヨガに行ったり，いろんなことをして楽しみました。また，仲良くなった日本人の方がいろん
なところに連れて行ってくれ，たくさんの外国人の友人も紹介してくれたので，大変充実した休日を過ごし
ていました。
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【感想】
　 4 週間という短い期間でしたが，多くのことを吸収できた実習となりました。特に日本と海外の医療の違
いを実感することができました。特に外来では，ドクターが患者さんの元へ行き，カルテを書きながらでは
なく，親身になって話を聞いていました。また，ドクターとナース，他のスタッフの方との信頼関係の強さ
も感じることができました。医療だけでなく人との関わりを通じて，人の温かさに触れることもできました。
CCHMCの皆さんはとても優しく，英語が苦手な私でも楽しくコミュニケーションを取ることができまし
た。先生の質問がわからなかったり，カンファレンスの場所が見つからなかったりと，戸惑うことは多々あ
りましたが，様々な方に助けていただきました。日本の病院では経験できないことを，この実習を通して体
験し，視野を広げることができて，本当に良かったです。様々なことが良い刺激になりました。この実習で
培ったことを活かせるように今後頑張りたいと思いました。
　最後になりましたが，このような貴重な機会を与えてくださり，大変ありがとうございました。
